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質問 
順 

議席

番号 
質問者 質 問 事 項 ・ 質 問 の 要 旨 

質問の 
相 手 

１ ４ 
□口 

隆三 

議員 

１．避難所としての小中学校体育館の空調（冷房）整

備について 
（１） 避難所となる公立小中学校などの体育館への

空調設備の新設の推進について市長の見解を伺

う。 
（２） 市教育委員会は、避難所となる小中学校体育

館施設への空調設備、特にエアコンの設置につい

て、防災担当課である市民協働推進課とどのよう

に連携し、対応していくのか。また、今後の具体

的な取組や計画について伺う。 
（３） 文部科学省の調査によると、小中学校・体育館

の空調設備の設置状況は、自治体によって差がみ

られる。他県、他市町村を参考に、計画的に空調

設備を整備してはどうか。 
 
２．主権者教育の推進について 
（１） 主権者教育に関して、力を入れていることは

何か。また、主権者教育全般に対する市の見解を

伺う。 
（２） うきは市における主権者教育の実施状況と課

題について伺う。 
（３） うきは市における若者の投票率向上のため

に、具体的対策が計画されている場合は、その内

容について伺う。 
 
３．ヤングケアラーの実態と対策について 
（１） 家族の世話をしているヤングケアラーに、

「自分の状況について傾聴してもらう場」や「世

話などの負担を軽減し、時間面での余裕を作るこ

と」、「勉強や進路に関するサポート」等の支援が

提供できないか伺う。 
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市長 
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質問の 
相 手 

２ ２ 

髙木 

亜希子 

議員 

１.漬け物製造継続に対する支援について 

（１）食品衛生法が改正され、昨年 5月には経過措置

も終了した。漬け物については、主力を担われて

きた高齢者の方々が、漬け物の出品をあきらめる

傾向があると聞いている。漬け物製造の継続を支

援するために、市として支援策が必要ではない

か、考えを伺う。 

 

２.地域の「次世代の担い手」としてのキャリア教育に

ついて 

（１） 小中学校での現在のキャリア教育について実

態を伺う。 

（２） 浮羽究真館高校と連携して実施しているキャ

リア教育について実態を伺う。 

（３） うきは市の「次世代の担い手育成」の観点か

ら、市長としてキャリア教育のネットワーク構築

を検討すべきではないか。 

具体的には、小・中・高校それぞれに協力できる

地元事業者のデータベース化や連携強化を進め、

「１２年間を通じたキャリア教育」の実現を目指

すなど、部局を横断した取組が必要ではないか。 

 

３.民間活力導入事業あるいは公民連携事業に対する

市長の考えについて 

（１） 吉井百年公園、そして西隈上団地建替事業等、

民間活力導入事業あるいは公民連携事業の取組が

本市でも始まっているが、市内事業者にとってはハ

ードルが高いというムードを感じる。 

今後、様々な事業が検討されると考えるが、民間活

力導入事業あるいは公民連携事業の推進に対し、指

針（対象施設、審査委員の選定、配点方法など）を

定めてはどうか、市長の考えを伺う。 
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質問の 
相 手 

３ ６ 
佐藤 
裕宣 
議員 

１．上水道整備について 
（１） 上水道整備は、平野部全域を対象と考えてい

るのか。 
（２） 住民の意識調査を行うのか。 
（３） 意識調査を行うとすればいつ頃、どのような

形で行うのか。 
 
２．第３次うきは市総合計画について 
（１） 総合計画策定にあたって、市民の思い、意見を

どのような手段で反映させるのか。 

（２） （１）の仕組みづくりが重要だと思うが、市長

の見解を伺う。 

（３） 策定するにあたってのスケジュール、市民へ

の周知について伺う。 

 

３．公共事業の発注について 

（１） 市営西隈上団地整備事業において、プロポー

ザルの結果、市外の業者が市内企業グループを僅

差で上回り、優先交渉権を得た。このことに関す

る市長の見解を伺う。 

（２） 市内の企業を育成することについて、市長の

見解を伺う。 

（３） 今後の公共施設の建設発注について、市の方

針を伺う。 

市長 
 
 
 
 
 
市長 
 
 
 
 
 
 
 
市長 

４ ３ 
高松

幸茂

議員 

１．山間部の人口減少への対策について 
山間部の人口は、高齢化の進行に伴い減少が進んで

いる。市の面積のおよそ半分を占める山間地域や森林

の維持には、住民の存在が重要な役割を果たしてい

る。住民が暮らすことで、水源かん養、防災、景観保

持などに貢献し、さらには観光資源、木材資源、農林

産物、いやしの環境、生物多様性の保全など、多面的

な機能が維持されている。 
（１） 浮羽町時代に山間部の人口減少対策のために

建設された 14 戸の公営住宅は、現在は、他の市営

住宅と同様の入居条件が設定されている。本来の

｢人口減少対策｣のために活用するべく、条件を変

更する考えはあるか。 

市長 
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質問者 質 問 事 項 ・ 質 問 の 要 旨 

質問の 
相 手 

４ ３ 
高松

幸茂

議員 

（２） 地域公共交通計画は、高齢者が住み慣れた地

域に住み続けるために、地域公共交通活性化協議

会で審議され計画案が策定されたが、実効性が期

待できるものになっているか。 
（３） 居住者の死去や施設入所などにより、老朽化

が進む空き家の利活用について、市としてどのよ

うに進めていくのか。 
（４） 移住者の募集と受け入れへの支援策につい

て、どのように考えているのか。 
 
２．防災対策について 
気候変動により、うきは市でも土砂災害や大雨の浸

水被害が増加してきた。また、地震はいつどこで発生

するか分からず、大規模地震の発生頻度は高まってい

る。 
（１） 大雨被害への対策の一つとして、｢赤色立体地

図｣を活用してはどうか。 
（２） 現在のハザードマップは、市街地のほとんど

が浸水すると想定されており不十分だと思われ

る。河川、水路ごとに越水を想定した浸水予想図

の作成の考えはあるか。 
（３） 2005 年の福岡西方沖地震から 20 年、警固断

層の陸側のずれはいつでも起き得る。大規模地震

に備えるため、住宅の耐震診断と耐震補強への補

助の充実を行う考えはあるか。 

市長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
市長 

５ ７ 
野鶴 
修 
議員 

１．市内中学校部活動の地域移行について 
（１） 中学校における運動部活動について、文科省

は、生徒にとってスポーツ環境を整えるため地域

や学校・競技種目等に応じた多様な形で実施され

ることを目指している。また、その理念として、

学校と地域が協働・融合しながら、地域における

スポーツ環境整備を進めるとしている。本市の中

学校における部活動のあり方について、地域との

協働・融合をどう考えているのか。 

 

市長 
教育長 
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５ ７ 
野鶴 
修 
議員 

（２） 子どもの減少により、両中学校においては活

動が継続できない部があると聞いている。少子化

が進む中、部活動の維持や存続を図るため、両校

合同での部活動の実施や地域移行について、今後

の方向性を具体的に示すべきだと考えるが、所見

を伺う。 

 

２．ラグビータウンプロジェクト推進について 
（１） 令和７年度からの機構改革により、ラグビー

タウンプロジェクト推進係がうきはブランド推進

課より生涯学習課へと配置転換となる。以前は、

ラグビーを通してまちづくりを進める観点から、

うきはブランド推進課に設置したものと思うが、

今回、スポーツ振興の観点から生涯学習課へと配

置換えになっている。市として、ラグビーチーム

「ルリーロ福岡」をどのように位置づけ、今後の

まちづくりに活用するのか、市長の所見を伺う。 

（２） 市は、「ルリーロ福岡」を支援するとして浮羽

東高校跡地を無償で２０年間貸与している。この

ような状況の中で、ラグビータウンプロジェクト

を推進することの将来的なメリットをどのように

捉えているのか。さらに、ラグビーにかかわって

いる市民の数は、どの程度と認識しているのか。

そのことを踏まえ、所見を伺う。 

市長 
教育長 
 
 
 
 
 
 
市長 

６ ８ 
竹永 
茂美 
議員 

１．若者やお年寄りが住みやすいまちづくりについて 
（１） 商店街の活性化策について、特に、お年寄りの

買物対策、若者が市の文化に触れる場所や機会の提

供、子育てしやすい公園整備、交流広場の活用など

の具体的な取組について伺う。 

（２） 2025 年度夏季休業中の小学校プール開放に向

けて、学童保育所の要望・意見のとりまとめ状況に

ついて伺う。 

（３） 浮羽究真館高校をはじめとする近隣高等学校

への支援策について伺う。 

 

市長 
教育長 
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質問の 
相 手 

６ ８ 
竹永 
茂美 
議員 

２．法律や条例、規則が守られるまちづくりについて 
（１） 本年度（2025 年１月まで）の超過勤務 360 時

間以上の人数を市職員と市教職員別に伺う。また、

会計年度任用職員の働き方改革の取組について伺

う。 

（２） 本市におけるハラスメント対策について、市

職員がハラスメントを起こした場合の対応につい

て伺う。 

 

３．安全安心のまちづくりについて 
（１） うきは市の財政状況（地方交付税、市税）につ

いて、合併後の推移と今後の見通しについて伺う。 

（２） 通学路の安全確保について、2025 年度の取組

について伺う。 

市長 
教育長 
 
 
 
 
 
 
 
市長 
教育長 

 

７ ９ 
岩淵 
和明 
議員 

１．農業政策の現状と課題について 

うきは市の農業政策について、国の施策実施の現状

と、人口減少下での農業・農村・地域の持続のために

どのような対策をとるのか伺う。 

（１） 「うきは市農業経営基盤強化促進基本構想」

に基づく「地域計画」は、事前の説明、意見の聴取

を行った上で公告や公開するものと考えている。

現在の進行と策定状況を伺う。また、認定農業者・

農業法人・農事組合以外の家族農業（小さな農業）

は今後も必要と考えるが、所見を伺う。 

（２） 「中山間地域等直接支払制度」について、第６

期中山間地等直接支払制度が実施されるが、協定

組織への説明状況について伺う。また、「集落機能

強化加算」を廃止し、新設される「ネットワーク

加算」が行われるが、協定組織の意向と市の所見

を伺う。さらに農村ＲＭＯ関連事業への移行する

方針が示されているが、協定組織への説明とうき

は市の方針を伺う。 

 

 

 

 
市長 
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７ ９ 
岩淵 
和明 
議員 

（３） 「特定地域づくり事業協同組合」制度の所管

は、総務省及び厚労省だが、農水省も活用推進す

るとしており、認定地域は拡大している。まずは、

うきは市周辺を含む派遣先の需要の把握及び事業

企画実施をミッションとする人材を確保するなど

制度を構築してはどうか。 

市長 

 


